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感謝の心で 奉仕と親睦を
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 2016年11月14日 例会報告
点　鐘
ロータリーソング 　　　　　　　『手に手つないで』
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    1名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    1名
会員出席状況  　　 　　  49名中40名(出席率81.63%)
前々回訂正出席率   　　　　　　　　　 　　　100%

 2016/11/14（月）
「 ゴルフに魅せられて 」

プロゴルファー  米山みどり  氏

- 11月の受付当番 -

2016.   11.   21  　第2363回例会

○米山様、卓話よろしくお願い致します。
細谷貞治君・兒玉正行君・阿部　豊君
重田敦史君・奈良康司君・渡辺孝至君

江波戸健治君・山﨑富士夫君
池永憲明君・秋山恭一郎君

小計￥32,000.-　累計￥958,000.-

本日の卓話

次回の卓話

田島君/中田君/葉佐君/宮﨑君/山﨑君
城東警察署　署長
中  田  英  雄  氏

「最近の犯罪情勢について」

武蔵野学院大学名誉学長
大久保 治男  氏

「 埋木舎(うもれぎのや)における文化人　　
  　　　　　　　　　　　・井伊直弼 」
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国連ロータリーデー ビジネスと社会貢献の接点を
さぐる
　マンハッタンのミッドタウンにある国連本部。そ
のビルの外には、片手に剣、もう片手に槌をもった
力強い男性の彫刻がそびえ立っています。これは「持
ちうる強みと手段を使ってより平和で公平な世界を
築く」という、ロータリーと国連の共通目標を象徴
しています。
　11月 12日（土）、国連とロータリーが毎年開催
している「ロータリーデー」が、ここ国連本部で開
かれました。今年のテーマは「責任あるビジネス、
回復力ある社会」。このテーマは、職業の手段をよ
り良い地域づくりに生かしているビジネスリーダー
の世界的ネットワーク、ロータリーの役割を映し出
しています。イベントでは、このテーマをめぐる分
科会と講演が行われました。
　冒頭の挨拶で、国際ロータリーのジョン F. ジャー
ム会長は、前述の彫刻に触れ「戦いをやめて平和な
世界をつくろうではありませんか」と呼びかけまし
た。テーマである「責任あるビジネス」は、営利組
織が社会的・経済的発展に貢献できるという哲学を
表しています。
「これこそ、国連と国際ロータリーが緊密に連携で
きる分野。地域社会が必要な手段を備え、この手段
を広く活用できるよう、地域社会のエンパワメント
を支援できます」と会長は述べました。
　オスロを拠点とする Business for Peace Founda-
tion（平和のためのビジネス財団）の創設者で、同
財団の理事長を務めるパー・サクセガードさんが、
ビジネスと社会の複雑な関係について講演し、この
関係がもたらす緊張と機会について語りました。「企
業の動機は営利だけ」という考え方がある一方で、
商業的な成功と社会的進歩は緊密に絡み合っている
と、サクセガードさんは述べます。
　「市場を決めるのは社会のニーズ。（中略）私は仕
事で多くの起業家に会いましたが、全員に共通点が
ありました。彼らは問題を見ると "この問題は解決
できる。しかも、もっと安価かつ効果的な方法で "、
と考えます。これこそが、ビジネスにおけるイノベー
ションの原動力です。現在の問題、例えば、飢餓や
非識字といった問題の解決に必要なのは、この原動
力なのです」。2030 年までに貧困をなくすという国
連の「持続可能な開発目標」にも触れ、この目標の
達成におけるビジネスの役割を強調しました。  
　この他に、国連事務次長で軍縮担当上級代表であ
るキム・ウォンスさんと、ユニセフのポリオ担当責
任者であるレザ・フサーニさんが講演しました。

　イベントでは、責任あるビジネスの表彰も行われ、
国際ロータリーのジョン・ヒューコ事務総長がビジ
ネスリーダー 6人と企業パートナー 2社を紹介しま
した。
表彰されたロータリー会員：
• フアン・シルバ・ボーパトゥイさん（ベネズエラ、
チャカオ RC）：25年間貧しい青少年たちを支援し、
18の学校、700 人以上の学生を支援しています。
• ジャン - ポール・フォーレさん（フランス、カーニュ
- グリマルディ RC）：若い職業人のモチベーション
を高め、将来有望な新ビジネスの研修を行い、資金
を提供することを目的として、ビジネスコンテスト
を立ち上げました。
• スレッシュ・ゴクラニーさん（インド、ボンベイ
RC）：UV浄水システムの大手製造会社副会長であ
るゴクラニーさんは、国内の僻村と都市部の貧困地
域にきれいな水を提供する取り組みを率先して行っ
てきました。
• アンヌマリー・モステールさん（南アフリカ、サ
ウザーンアフリカ RC）：教育と職業研修を通じて女
性と青少年に起業とリーダーシップを教える非営利
団体を 2005 年にヨハネスブルグで設立。
• ステファニー・ウーラードさん（オーストラリア、
メルボルン RC）：ネパールで出会った工芸家 7人が
読み書きができないことを知ったウーラードさんは
「Seven Women」を設立し、ネパールの女性達が海
外に製品を売るための支援を行っています。
•ラリー・ライトさん（米国、テイラー RC）：経済
破綻したデトロイトの起業家たちを支援するため
に、海外で成功している「マイクロファイナンス」
モデルを採用した取り組みを開始。小口融資の提供、
事業経営のクラスやアドバイスも行っています。 

表彰された企業パートナー：
• コカコーラ・パキスタン：予防接種とポリオ認識
向上のためパキスタン・ポリオプラス慈善信託を支
援し、特に広報面で大きく後押ししています。
• メルカンティ・バンコ・ウニベルサル：同銀行は、
ベネズエラ国内の 40の大学、6,000 人の学生を対
象に、社会的責任とリーダーシップについて研修す
るプロジェクトを支援しています。


